
⼟を“知り”・“活かし・”守る“
世界の多様な⼟の特性と

その適切な利⽤法の創出に関する研究を展開
ウクライナ

Chernozem

ドイツ

Podzols

ニジェール

Arenosols

カメルーン

Oxisols

杉原創の研究紹介



⾜元の⽬に⾒えない場所
⼟壌で起きる事象を定量的に解明

化学肥料
などの施肥
（Input）

作物による
養分吸収
（Output）

⾵や⽔に
よる侵⾷
（Output）

溶脱
（Output）

養分の
分解と蓄積
（Cycling）



有限な資源である⼟を “活かし” “守る”
「土の上に生まれ，土の生むものを食うていき，

而して死んで土になる．
我らは畢竟 土の化けものである：徳富蘆花」

・タンザニアでの圃場試験
より良い養分循環を実現する
⼟地管理⽅法の開発と検証

・⻑崎県・対⾺での圃場試験
⽣物多様性の保全と収量
を両⽴させる農法の検証

・国内での室内実験
マメ科作物による
リン循環の
改善技術の開発

⾜元の⽬に⾒えない場所
⼟壌で起きる事象を定量的に解明

 現在進⾏中の研究プロジェクトの⼀部


